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 ＜背景＞ 

化学療法を受ける進行乳癌患者の末梢血における骨髄由来抑制細胞（myeloid-derived 

suppressor cells: MDSC）および制御性 T細胞(Treg)の正確な役割は、いまだ十分に解明されて

いない。本研究では、化学療法を施行された進行乳癌患者における MDSCを含む末梢血免疫関連マ

ーカーを評価し、これら免疫細胞と臨床転帰との関連を検討することを目的とした。さらに、MDSC

と絶対リンパ球数（ALC）や好中球／リンパ球比（NLR）などの末梢血バイオマーカーとの関連に

ついても検討した。 

＜方法＞ 

化学療法開始前（ベースライン）および 1 サイクル後に末梢血を採取し、フローサイトメトリ

ーを用いて MDSC 及び Treg を測定し、血算データから ALC、NLR、リンパ球/単球比（LMR）、血小

板/リンパ球比（PLR）を算出した。予後解析には Kaplan–Meier法、Cox比例ハザードモデルを用

い、MDSCと無増悪生存期間（PFS）および全生存期間（OS）との関連を解析した。 

＜結果＞ 

ベースラインにおける MDSCsの割合が低い患者は、高値群と比較して PFSが有意に延長し、OS

においても改善傾向を認めた。ベースラインの MDSCs値は PFSに対する独立した有意な予後因子

であった。1 サイクル後に MDSC が低値であった患者は、高値群と比較して PFS および OS ともに

有意に良好であった。さらに、ベースラインおよび 1サイクル後のいずれにおいても MDSCが低値

であった群は、他の群と比較して PFSおよび OSが有意に良好であった。絶対リンパ球数が低値、

好中球／リンパ球比が高値、リンパ球／単球比が低値の患者では、MDSCの値が有意に高かった。 

＜結論＞ 

MDSCの割合は、進行乳癌患者における予後の指標となり得る可能性が示唆された。また、末梢

血バイオマーカーは MDSCの値を反映する可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 


